
スマホ育児の現状と課題

佐 藤 和 順＊

The Current State and Issues of Smartphone Childcare

This study was conducted to clarify the actual situation of Smartphone Childcare and to ex-
amine its relationship with childcare stress through a Web-based questionnaire survey of
mothers.
The survey results revealed that Smartphone Childcare by mothers is common despite con-
cerns about its use. The percentage of use tended to increase as the children became older.
Full-time working mothers were also found to be more active in Smartphone Childcare than
full-time housewives.
In the future, it will be necessary to make mothers aware of the advantages and disadvan-

tages of Smartphone Childcare, and to have an attitude of proactive implementation of
Smartphone Childcare.
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Ⅰ．問題の所在

近年、わが国でもスマートフォンやタブレット
端末（以下、スマホ1）が急速に普及し、生活や
仕事、コミュニケーションツールとして私たちの
社会生活全般の利便性を高め、日常に欠かせない
ものとなっている。総務省の『令和2年情報通信
白書』によると、スマホの利用率自体は若年層に
おいてほぼ飽和状態に達している。スマホは日常
生活のいろいろな場面において利用されているが、
育児の「場」においても同じである。育児におい
てスマホを利用する人が増加したことで、「スマ
ホ育児」という言葉も生まれている。「スマホ育
児」の定義については、青木・水國（2017）らの
「養育者が家庭内や外出先で乳幼児でも操作可能
なアプリが入ったスマホやタブレットを手渡し、
動画を見せたりゲームをさせる、泣き出した乳児
をあやす、なだめるなどの態度をいう」等が代表
的である。公共の交通機関や飲食店で、子どもが

周囲に迷惑をかけないようにスマホを用いて動画
を見せたり、ゲームをさせる等して、おとなしく
させている姿は容易に想像できる。保護者が子ど
もにスマホを渡しその間に育児・家事を進めるこ
とのみならず、保護者自身が育児・家事の際にス
マホを利用することもスマホ育児に該当すると考
える。例えば、授乳時や子どもの遊びを見守る際
に保護者がスマホを利用し、インターネットを利
用する行為などである。そこで本研究においては、
先行研究に依拠しながら汎用性に鑑み、スマホ育
児とは「スマホを育児において使用すること」と
定義する。
育児においてスマホを利用することに対して、
社会では批判的な目を向けられることも少なくな
い。実際にスマホ育児を行った経験がある母親か
らは、電車の中でスマホを使って子どもにゲーム
をさせたり、買い物をする間に子どもにスマホを
渡して動画を見せていると非難の目で見られたと
の話を聞くことがある。スマホがなかった世代に
とっては、自らが経験してこなかったスマホ育児
を受け入れることは難しいことなのかもしれない。＊ 佛教大学
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また、メディアにおいても乳幼児のスマホ等の利
用に関して取り上げ、発達への影響に対する不安
や視力の低下に対する懸念等批判的な意見が取り
上げられていることが多い。スマホは私たちの生
活全般の利便性を高めているが、育児の「場」と
なればデメリットばかりが焦点化される傾向にあ
る。
スマホが私たちの生活に欠かせないものになっ
ている現状を踏まえ、スマホを用いたスマホ育児
の現状を把握すること、また、スマホ育児の課題
と可能性を明らかにすることが必要であると考え
る。

Ⅱ．研究の目的

現在、スマホの利用率に加え乳幼児用のコンテ
ンツや育児アプリがさらに充実することにより、
育児とスマホとの関わりは益々密接になりつつあ
る。このような状況下、乳幼児がスマホに代表さ
れるデジタル機器に接触する場面も増加し、育児
にも各種ICTを活用する機会が増えることにより、
育児そのものの形態に変化が生じてきていると考
えられる。そこで、本研究は、実際に育児を中心
的に行う母親を対象に調査を行い、スマホ育児の
実態を明らかにし、その課題を明らかにするとと
もに今後のスマホ育児の実際的な使用方法及び可
能性について言及することを目的とする。
上記の目的を達成するために、具体的には以下
のことを明らかにする。第一に、母親のスマホ等
使用状況及び乳幼児に触れさせているスマホ、
ネットサイトやアプリの利用実態等を明らかにす
る。どの程度スマホ育児が行われているのか、具
体的にはどのような情報機器やアプリ等が使用さ
れているのかを明らかにすることは実態把握の第
一歩である。第二に、スマホ育児が行われる場面
やなぜ行うのかという目的を明らかにする。母親
が育児のどのような場面において、またなぜ行う
のか等を明らかにすることはスマホ育児の課題や
可能性を検討する前提となる。
以上を通して、本研究の目的であるスマホ育児

の実態を明らかにし、その課題を顕在化させると
ともに、スマホ育児の実際的な使用方法及び有用
性について言及するものである。

Ⅲ．研究の方法

1．調査の概要
本研究に関する調査の概要は以下の通りである。

調査対象者：全国の0～6歳の子どもを持つ母親
で、年齢は18～49歳を対象とした。なお、本研究
においては育児するという観点から子どもを未就
学児に限定した。また、わが国の子育ての状況を
勘案し、母親のみを調査対象とした。

調査方法：調査は、無記名自記入によるWeb調
査を実施した。調査方法は、調査委託業者のホー
ムページにエントリしている者の中から対象条件
に合致する対象者へアンケート案内メールを配信
し、メールに記載されたURLに対象者がアクセ
スし、アンケートに回答する方式を採用した2。

調査期間：2022年6月にアンケートを配信し、7
月上旬を回収期限とした。

2．倫理的配慮
研究者の所属機関の「人を対象とする研究」倫
理審査会において、研究対象者に不快感や差別を
感じさせたり、精神的負担や苦痛を与える可能性
がないこと、当該研究で個人を特定できる情報を
扱っていないことが確認され、承認（承認番号2022
-5-A スマホを用いた「孤育て」解消に関する研
究）を受けて実施した。

Ⅳ．調査の結果

1．回答者の属性
地域性を勘案し有効回答者数が1,000人となる
時点で回答を締め切った。回答者の属性は、以下
の表1の通りである。
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2．母親が利用している情報機器について
スマホ育児の現状を明らかにするために、まず、
母親が利用している情報機器について尋ねた。具
体的には、「あなたが利用している情報機器にあ
てはまるものをすべてお選びください。」という
設問の答えが表2である。
最も回答が多かったのは、「スマートフォン」で

97.0％であった。続いて、「パソコン」33.2％、
「タブレット端末（iPadなど）」17.8％等であった。
これらから、母親のスマホの利用はほぼ全員であ
り、スマホの利用率自体は母親層においてもほぼ
飽和状態に達しているということが確認された。

3．乳幼児に利用させている情報機器、アプリ、
コンテンツについて
母親自身が育児中にスマホを使うこともスマホ
育児であるが、一般的には子どもにスマホを渡し、
利用させることがイメージされる。そこで、乳幼
児の情報機器利用状況について尋ねた。具体的に
は、「あなたがお子さんに見せたり、使わせたり
している情報機器はありますか。あてはまるもの
をすべてお選びください。」という設問の答えが
表3である。
最も回答が多かったのは、「スマートフォン」で

50.0％であった。続いて、「タブレット端末（iPad
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表1：回答者の属性

表2：母親が利用している情報機器 表3：乳幼児に利用させている情報機器
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など）」24.6％等であった。スマホ育児において
子どもが専用の情報機器を有することは考えられ
にくいので、母親の情報機器の所有状況が、子ど
もが見たり、使ったりする機器として挙げられて
いると考えられる。一方、「見せていない／使わ
せていない」は35.4％であった。前項の母親のス
マホの利用率と総合すると、スマホ育児が一般的
であることが明らかとなった。
乳幼児に利用させている情報機器を年齢別に示
したものが表4である。複数の子どもがいる場合
には、年上の子の年齢で集計を行っている（以下、
同じ）。概ね子どもの年齢が上がるにつれて、使
用の割合が高くなる傾向があることがわかる。0
歳児では58.6％が「見せていない／使わせていな
い」と回答しているが、このことは4割を超える
0歳児が既にスマホを利用しているということも
意味している。
母親の職業別に乳幼児に利用させている情報機
器の状況を示したものが表5である。育児休暇該
当者を除いて集計し、「フルタイム」は「会社団

体役員」「管理職」「フルタイム一般職」「自営業・
自由業」の合計である（以下、同じ）。「タブレッ
ト」以外、「PC」及び「触らせていない」では5％
水準で、「スマートフォン」では、10％水準で有
意差があり、残差分析の結果からフルタイムの母
親が有意に高く子どもに情報機器を使わせる傾向
があり、専業主婦の母親は有意に低い傾向がある
ことが確認された。フルタイムの母親は専業主婦
の母親と比すると子どもに関わる時間は短いと考
えられるが、より効率的に家事や育児を行うため
にスマホ育児を積極的に行っていると想定される。
次に、乳幼児に見せたり使わせたりしているス
マホでよく利用しているサイトやアプリについて
尋ねた。具体的には、「お子さんに見せたり、触
らせたりするスマホやタブレット端末などの情報
機器でよく利用しているサイトやアプリをすべて
お選びください。」という設問の年齢別の答えが
表6である。どの年齢においても最も回答が多
かったのは、「YouTube」であった。続いて年齢
で異なるが、「知育アプリ」、「ゲームアプリ」等

表4：乳幼児に利用させている情報機器（子どもの年齢別）

表5：乳幼児に利用させている情報機器（母親の職業別）

※x2検定の結果：*** p＜0.001、** p＜0.01、* p＜0.05、†＜0.1、n.s. 有意差なし（以下、同じ）
※残差分析（5％水準・両側検定）：太字→「有意に高い」、赤字→「有意に低い」（以下、同じ）

家庭教育研究30、2025

4



が上位を占めた。「YouTube」は、子ども向け番
組など様々なジャンルを無料で視聴することがで
きるという特徴を持つため好まれているのではな
いかと考えられる。詳細を確認するために、続い
て、子どもが動画サイト・アプリで見ている動画
について尋ねた。具体的には、「お子さんは、ふ
だんYouTubeなどの動画サイト・アプリで、ど
のような動画を見ていますか。次の中から、あて
はまるものをすべてお選びください。」という設
問の答えを年齢別に示したのが表7である。年齢
により、傾向は異なるが、「キャラクター・アニ
メ（アンパンマン、ドラえもんなど）」、「ユーチュ
ーバー」、「おもちゃの紹介」、「子ども向け番組
（いないいないばあっ！など）」等が、高い割合を
示した。キャラクター・アニメや子ども向け番組
のように、子どもが好むものが選ばれている傾向

があることが明らかとなった。

4．乳幼児の情報機器やネット利用に関する懸念
について
スマホ育児が一般的であることが明らかになっ
たが、スマホ育児を行うことへの懸念・不安等に
ついて尋ねた。具体的には、「お子さんの情報機
器やネット利用について心配していることをすべ
てお選びください。」という設問の答えが表8で
ある。
最も回答が多かったのは、「使いすぎによる心
身への悪影響」で47.5％であった。続いて、「有
害サイト・アプリの利用・閲覧」42.3％、「将来
的に脳の発達に及ぶ悪影響」37.6％等であった。
また、「特に心配していることはない」は26.8％
であった。これらからスマホ育児は一般的である

表7：乳幼児が見ている動画（子どもの年齢別）

表6：乳幼児に利用させているサイトやアプリ（子どもの年齢別）
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が、乳幼児の情報機器やネット利用に関して7割
強の母親が何らかの懸念や不安を有していること
が明らかとなった。

5．子どもと一緒に過ごす場面での母親のスマホ
の利用について
子どもと一緒に過ごす様々な生活場面において、
母親はどの程度スマホを使用しているのかを明ら
かにするため、橋元ら（2019）の先行研究に基づ
き、6つの生活場面において、スマホをどの程度
利用しているかについて尋ねた。具体的には、
「あなたは普段、お子さんと一緒に過ごす生活場
面において、携帯電話やスマートフォン、タブレッ
ト端末などの情報機器をどの程度利用しています
か。あなたご自身が利用している程度について、
それぞれあてはまるものをお選びください。」と
いう設問を行った。回答の選択肢は「よく利用し
ている」、「時々利用している」、「あまり利用して
いない」、「まったく利用していない」の4件法で、
「よく利用している」、「時々利用している」の合
計を「利用」、「あまり利用していない」、「まった
く利用していない」を「非利用」の2値に弁別し、
全体及び子どもの年齢別にその割合と検定結果を
示したものが表9である。
全体で、最も回答が多かったのは、「自宅での
遊びの時間」で56.3％であった。続いて、「授乳

中（過去の経験も含む）」41.2％、「電車やバスな
ど公共の場」36.1％、「外食時」25.4％、「自宅で
の食事時間」25.0％、「公園など外での遊びの時
間」21.8％であった。
年齢別に検証をすると「電車やバスなど公共の
場」での母親のスマホ利用については、0歳児の
母親が最も高く48.4％と残差分析の結果において
も他の年齢と比較して有意に利用率が高く、5％
水準で有意差が認められた。0歳児は抱っこ紐や
ベビーカー等に乗せて移動することが多く、比較
的母親の手が空くため、スマホを利用しやすいこ
とが想定される。
続いて「授乳中（過去の経験も含む）」のスマ
ホの利用については、「自宅での遊びの時間」に
次いで全体でも利用率が高く、0歳児の母親では
61.1％と子どもとの時間の中でも最も高いスマホ
利用率であった。授乳は乳児期に中心的に必要な
ものであり、年齢の上昇と共に不要になることを
反映して、0.1水準で有意差が認められた。残差
分析においても同様の傾向を示した。授乳は昼夜
を問わず行う必要があり、特に夜間などは電気を
消したままである程度のまとまった時間を過ごす
必要があり、手軽かつ電気を点けずに利用できる
スマホが活用され、授乳中の利用が定着している
様子が伺える。
その他、「自宅での食事時間」、「外食時」、「公

表8：乳幼児の情報機器やネット利用について心配していること
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園など外での遊びの時間」及び「自宅での遊びの
時間」については、子どもの年齢による有意差は
認められなかった。
続いて母親の職業別に子どもと一緒に過ごす場
面でのスマホの利用率を示したのが表10である。
「自宅での食事時間」及び「授乳中（過去の経験
を含む）」にのみ有意差が認められた。残差分析
の結果、「自宅での食事時間」については、フル
タイムの母親が有意に高く、専業主婦の母親が有
意に低く、5％水準で有意差が認められた。フル
タイムで働く母親は自宅での食事時間をスマホ利
用に充てているようである。
概ね自宅における利用に比して、自宅外の利用

が低いのは、スマホ育児を行うにあたり、人目を
気にしてしまう母親の心理が影響していると推測
される。

5．母親によるスマホ育児の目的について
育児場面において、母親がどのような目的や理
由でスマホ育児を行うのかを明らかにするために、
育児場面でのスマホ利用の目的を検証した。具体
的には、「あなたは育児の際、次のような時に、ス
マートフォンやタブレットをお子さんに見せたり
使わせたりすることが、どの程度ありますか。あ
てはまるものをお選びください。」という設問を
行った。回答は、「かなりある」、「ややある」、

表9：子どもと一緒に過ごす場面での情報機器の利用割合（子どもの年齢別）

表10：子どもと一緒に過ごす場面での情報機器の利用割合（母親の職業別）
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「あまりない」、「まったくない」の4件法で求め、
「かなりある」、「ややある」を合算して「利用あ
り」とし、その割合を算出した。いずれも母数は
スマホ利用者のみである。
全体及び子どもの年齢別にスマホ育児の目的の
回答率及び検定結果を示したのが表11である。全
体で、最も回答が多かったのは、「家で静かに過
ごさせるため」で59.4％であった。続いて、「自
分が家事をするときの子守代わり」57.0％、「怒っ
たり不機嫌なお子さんをなだめたり、落ち着かせ
たりするため」48.1％、「電車やバスなどの公共
交通機関やレストランなどの公共の場にいると
き」43.4％であった。全体で約半数の母親がスマ
ホ育児をこれらの日常の家事や養育場面で行って
いることが示された。「食事中のとき」及び「寝
かしつけのとき」は、いずれも20％前後と他の項
目と比すると低かった。
子どもの年齢別にスマホ育児の目的を検証する
と、「食事のとき」は2歳児の母親が最も回答割
合が高く33.3％で、残差分析の結果でも有意に回
答率が高かった。反対に3歳、6歳の回答割合が

有意に低く、有意差が0.1％水準で認められた。一
人で自由に動き回れ、イヤイヤ期を迎える2歳児
の子どもを持つ母親は、食事のときに、着席し、
食事を取らせるためにスマホを活用して子どもに
飽きさせないように過ごさせる等してスマホ育児
を行っていると想定される。
次に「怒ったり不機嫌なお子さんをなだめたり、
落ち着かせたりするため」も1歳児の母親が有意
に高く、5歳児の母親が有意に低く、5％水準の
有意差があることが認められた。スマホで子ども
の注意を引き、機嫌の切り替えを行うという行為
は、おおむね0歳児から2歳児の年齢で行われる
傾向にあり、年齢の上昇と共に、低くなる傾向に
あると想定される。
「自分が家事をするときの子守代わり」は0歳
児が有意に低く、5％水準の有意差が認められた。
0歳児は目を離しにくい年齢であり、低い回答率
にとどまっているが、子どもの年齢に関わらず、
家事をする際にスマホ育児が半数超の母親に用い
られていることは、スマホ育児が子守り手段とし
て既にある一定の機能を果たしていることを示し

表11：育児における情報機器の利用目的（子どもの年齢別）
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ているといえる。
「家で静かに過ごさせるため」、「電車やバスな
どの公共交通機関やレストランなどの公共の場に
いるとき」及び「寝かしつけのとき」については、
年齢別に有意差は認められなかったが、「家で静
かにさせるため」、「電車やバスなどの公共交通機
関やレストランなどの公共の場にいるとき」では
高い回答率を示しており、家で静かにさせたり、
公共の場で子どもが他者に迷惑をかけたり、騒い
だりすることを避けるために、スマホを利用して
子どもに飽きさせないように過ごさせる等スマホ
育児を行うことが一般化しつつあることが伺える。
次に母親の職業別にスマホ育児の目的の回答率
を示したのが表12である。「寝かしつけのとき」以
外は有意差が認められなかった。「寝かしつけの
とき」はフルタイムが22.9％で、それ以外は14.3％
であり、5％水準で有意差が認められた。残差分
析の結果でもフルタイムで有意に利用率が高かっ
た。フルタイムの母親は他の職業と比較して、子
どもと過ごす時間が短く、翌日も勤務がある。子
どもを寝かしつけるため、あるいは寝かしつけの
際にもスマホを利用する傾向があると推測される。

Ⅴ．考 察

本研究の目的は、実際に中心的に育児を担う傾

向のある母親を対象に調査を行いスマホ育児の現
状を明らかにし、その課題を顕在化するとともに
今後のスマホ育児の実際の使用方法及び可能性に
ついて言及することである。
全国の0～6歳の子どもを持つ、年齢18～49歳
の母親に対して質問紙調査を実施した結果、ほぼ
全員の母親がスマホを利用している現状が判明し、
スマホの利用率自体は母親層においてほぼ飽和状
態に達していることが明らかとなった。母親が自
身のスマホを乳幼児に利用させ、概ね子どもの年
齢が上がるにつれて、使用の割合が高くなる傾向
があり、既に0歳児においても4割を超える子ど
もがスマホを利用していることが把握された。母
親の職業別にスマホ育児との関連性を検証した結
果、フルタイムで働く母親は、専業主婦の母親と
比するとより効率的に家事や育児を行うためにス
マホ育児を積極的に行っていることも把握された。
スマホ育児の場面においては、「YouTube」でキャ
ラクター・アニメや子ども向け番組のように、子
どもが好むものが選ばれている傾向があることも
明らかとなった。
前述の通り、スマホ育児は一般的に行われてい
るが、「使いすぎによる心身への悪影響」、「将来
的に脳の発達に及ぶ悪影響」等が心配されており、
スマホ育児が一般的である一方で、母親は何らか

表12：育児における情報機器の利用目的（母親の職業別）
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の懸念や不安を有していることが明らかとなった。
育児場面におけるスマホ育児の状況を概観する
と、自宅においては子どもの遊びの時間や授乳中
等のスマホの活用が多いことが明らかとなった。
併せて、フルタイムの母親は他の職業と比して、
寝かしつけの際に、スマホを利用する傾向がある
ことも把握された。母親がどのような目的でスマ
ホ育児を行うのかについては、家で静かにさせた
り、公共の場で子どもが他者に迷惑をかけたり、
騒いだりすることを避けるためにスマホを利用し
ていることが明らかとなった。家で騒がれたり、
公共の場で騒がれることは母親にとって避けたい
事態であり、子どもが飽きないように過ごさせる
ためにスマホ育児が一般化していると想定される。
関連して、電車やバスなどの公共の場や外食時の
利用については、自宅に比すと多くはなかった。
スマホ育児を行うにあたり、人目を気にしてしま
う母親の心理が影響しているのではないかと予想
される。育児を担うこと自体が、いろいろなレベ
ルで母親のストレスとなっていると考えられる。
スマホは、社会生活全般の利便性を高め、日常
に欠かせないものとなっているため、今後もその
使用率が低下することは考えられず、実際の使用
方法も多様化すると考えられる。乳幼児のスマホ
利用の機会の増大、乳幼児向けの新しいアプリや
サイト等の展開でスマホ育児も一層普及していく
と推測される。どのような使用方法が効果的であ
り、どのような使用状況において悪影響や問題が
生じるリスクが高まるのか、より詳細な分析が今
後の研究に期待される。乳幼児にはスクリーンタ
イム（テレビや情報機器を見せる時間）の制限を
行うことが一般的になりつつあるように、スマホ
育児においても一定のルールを示すとともにスマ
ホ育児のメリット及びデメリットを母親に認識さ
せ、自ら考えてスマホ育児を行う態度が、今後必
要となると考える。

Ⅵ．今後の課題

前述の通り、スマホ育児の現状を明らかにする

という観点から本研究は一定の成果を果たしてい
ると考える。反面、次のような課題も残っている。
今回の調査からスマホ育児を行うにあたり、人
目を気にしてしまう母親の心理及び育児を担うこ
と自体が、いろいろなレベルで母親のストレスと
なっていると想定される。この後は、スマホ育児
と育児ストレスの関連性を明らかにし、母親の育
児ストレスの軽減のために、スマホ育児が有用で
あるか否かの検証等が必要であると考える。スマ
ホ育児は、子どもの心身及び脳の発達へ影響を及
ぼす可能性を有しているという心配がある反面、
日々の育児ストレスを抱える母親にとっては、そ
の育児の負担を軽減しうる存在として活用されて
いる可能性がある。スマホ育児と育児ストレスの
関係やその役割、ポジティブ及びネガティブな効
果等についてもさらなる調査研究が求められる。
同時に、スマホ育児が子どもの成長及び発達に及
ぼす影響についても、引き続き行う必要もある。
スマホが私たちの生活に欠かせないものになって
いる現状を踏まえ、スマホ育児の課題を検証し、
その可能性を明らかにする態度が求められるので
ある。
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註
1 本研究においては、スマートフォン及びタブ
レット端末等を総称して「スマホ」という表
現を用いる。

2 本研究においては、調査対象に該当しない者
からの回答は受付けない設定となっており、
調査期間内に要件を満たした回答を調査対象
としている。Web調査の妥当性については、
大隅昇・前田忠彦、「インターネット調査の
抱える課題―実験調査から見えてきたこと―

（その2）」、『日本世論調査協会報』101巻、
2008年、pp.79-94.、長崎貴裕、「インター
ネット調査の歴史とその活用」、『情報の科学
と技術』、58巻第6号、2008年、pp.295-300
等を参考にした。本研究においては、総調査
誤差（カバレッジ誤差、測定誤差、標本誤差、
無回答誤差）、データ加工処理誤差、加重補
正誤差などの体系的な評価が調査品質を左右
するが、Web調査等の改善もこうした枠組
みの中で考察すべきであり、これの延長線上
に混合方式（mixed-mode）や統合化方式
（unified mode）の議論がある。完璧な調査
方式などはなく、よって種々の調査方式の特
長を組合せた混合方式で対応することから出
発し、Web調査がこの枠組みの中で重要な
位置を占め、様々な要請に応えられる可能性
のある調査方式の1つであるという立場に立
ち、調査等を実施した。

付記 本研究は、公益財団法人電気通信普及財団
2021年度研究調査助成によって実施した。
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